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－大阪の災害・危険性－ 



Kenji Koshiyama 

今の世代がしなければならないこと 

• 明治維新世代 （19世紀後半） 

• 戦争経験世代 （20世紀前半） 

• 現代災害世代 （20世紀後半） 

– 20世紀後半から大災害・大事故が頻発 

• 1985 日航ジャンボ墜落事故 

• 1995 阪神・淡路大震災 

• 1995 オウム真理教地下鉄サリン事件 

• 2000 （ニューヨーク同時多発テロ） 

• 2004 新潟県中越地震 

• 2005 （ニューオーリンズ大水害） 

• 2006 JR福知山線脱線事故 

• 2011 東日本大震災・・・ 

この経験を次の世代に引き継いでいかなければ 
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東日本大震災の被害：地震の揺れによる被害 

■離れた場所での長周期地震動による建物被害 
■広域の通信・電気ネットワーク障害 
■強い揺れによる交通障害 
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（東北地方太平洋沖地震を教訓とした地震・津波対策に関する専門調査会 資料） 
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首都圏の計画停電 
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東日本大震災の被害：津波災害 

■100年に一度の津波被害がある地域 
■1000年以上前の大津波が襲ってきた事実 
■現代社会沿岸部を襲った大津波の被害 
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東日本大震災の被害：原発被害 

■あくまで制御されていることが前提の対応計画 
■地震災害と原子力災害の複合性 
■見えない危険性、情報による避難 
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東北大震災が現代人に問いかけるもの 

• 「被害を防ぐ」という意味が問われる 
– 想定・予測するのは、あくまで対策量を決める一つの基準 

– 制御可能な場合と、そうでない場合がある 

 

• 安全と安心のゆらぎ 
– 「安心」とは、己への過信と他への依存 

– 「安全」は常に変化し続ける 

 

• 東北の話なのか日本の話なのか？ 
– 地域社会と自然との関係を問い直す 

– 現代生活と技術との関係を問い直す 
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復旧・復興への長いみちのり 

• 今回の震災の本質的な意味 

– 「安全な地域社会を取り戻す過程」に存在 

被害を受けたところが何を行い 

 

周辺が何を支援し 

 

みんなが何を学び、次につなげるか 

解けたように思えたものしか、つなげない 
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東日本大震災の語るもの 

• 次は「西日本大震災」の番である 

錦地区の津波被害状況（『くろしお 錦小学校創立百
周年記念』より） 

1944年 東南海地震被害 

http://nankai-jishin.com/ 
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プレート境界型巨大地震の被害がもたらす影響 

 （2006-2008年研究プロジェクト成果より） 

• 長周期地震動による都市部被害 

• 津波被害による沿岸部被害 

• 津波被害による広域ネットワーク被害、ライ
フライン被害（沿岸部発電所被害） 

• 広域ネットワーク被害に伴う復旧時間の超長期化 

• 不通・不能時間の長期化に伴う間接被害の拡大 

• 居住機能が保てない地域が多く存在し、多くの人

が疎開型避難に向かう可能性がある 
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東日本大震災の地域防災の教訓 

• 支援は数日、来ないかもしれない 

 

• 電気とガソリンの入手に四苦八苦 

 

• 遠くへ避難することが最善策かも 

 

• 災害と地域の関係は自分で理解する 

 

• 情報なくして先は見えない 
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阪神・淡路大震災の復習 

• 建物倒壊は人の命を奪う 

• 密集している市街地では火災が怖い 

• 鉄道・自動車など高速移動乗り物は地震時の挙
動が解明されていない 

• ライフラインは止まる、都市は機能停止する 

• 避難所生活は過酷であり、また住宅再建はさら
に過酷である 

 ・・・・・「現代都市」が有する弱点の数々 

「まだ、わたしたちはこの課題を解けてない」 



Kenji Koshiyama 

近畿圏に懸念される地震災害 –東南海・南海地震 
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周期のあるプレート境界型大地震 
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地震規模が巨大化すると津波も巨大化 
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大阪にとって怖い地震は「西日本大震災」なのか？ 

• 直接被害で怖いのは「都市直下型」 

 

 

• 日本全体の影響力で懸念されるのは
「西日本大震災」 
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近畿圏に懸念される地震災害 –都市直下型地震 
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大阪府が抱える地震被害の可能性 

（防災白書） 
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日本人なら読もう「防災白書」 
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大阪府の揺れやすい表層地盤 

（内閣府発表資料） 

淀川中流域は 

揺れやすい地盤を 

している 



Kenji Koshiyama 

大阪府の被害想定 

上町断層帯 生駒断層系 
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現代型災害・都市型災害の特徴 

• 都市がさらに「都市化」する傾向がある 

– 共助より自助の人が増える 

– 地域の縁 より 個人の縁 へ 

 

• 自分でできることはほとんどなくなる 

– いろいろなサービスが存在して、そこに依存するのが都市 

– インフラ・ネットワークの持つ役割はより高くなっていく 

 

• 都市を支えるいろいろな構造物が劣化してくる 

– いままでのような「抑止」はできない 

– いままでのような「再建」はできない 

 

• 自然を見る目、地域を見る目が衰えてくる 

– 通常、都市は自然から隔離していく生き物である 
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大阪という場の「地震災害」がこわい理由 

• 日本で有数の過密大都市 

 

• 日本で最大の木造密集市街地 

 

• 日本で有数の埋め立て地盤都市 

 

• 日本で有数の空地の少ない都市 

 

• 「しばらく大災害を経験してない」 
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将来の社会防災の姿 

 「ひと」「すまい」「地域」を支える新技術 

• 担い手は65歳以上でいい 

• すまいと地域のメンテナンスをしていこう 

• さまざまな人々がコミュニケーションする 

• ２地域間交流による支援と適応力の向上を 

• 大きなセイフティーネットと小さなコミュニテ
ィ活動が地域を支える 

できる人ができない人を巻き込んで行動する社会へ 
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災害に強いまちとは？ 

• 災害が起きないようになっているまち 

• 被害予防性能の高いまち 

• 災害に対する備えがあるまち 

• 被害軽減性能が高いまち 

• 災害で被害が拡大しないまち 

• 災害対応性能が高いまち 

• 災害からの復興が実行できるまち 

• 災害復興性能が高いまち 

被害への寄与力 
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震災の教訓を踏まえた備え方 

「予防は個々でできる範囲で行う」 

 

– 災害予防は第一原則ではあるが・・ 

– 「すべての危機をゼロにする」のは無理 

• そもそもどんな危機が来るかもわからない 

• リスク回避方法４方策 

 

– 今の個人（社会）でできる範囲の努力を行い
初期に発生する被害量を低減する 

• その目標値としての「想定」はありうる 
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震災の経験を踏まえた備え方 

• 災害支援を具体的に考えることで必要なも
のが見える 

 

– 「災害支援」は、相手のためだけでなく、自
らのためになる 

– 特に地域単位、集団での支援は、いろいろな
ことを気づかせてくれる 

– 集団が最も災害対応によい状況は「すぐに支
援してもらえること」である 
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震災の経験を踏まえた備え方 

• 自分たちの地域を「避難できる能力の高い
地区」にする 

 

– どんな事象が発生して、「逃げろ」と言われる
かは、わからない 

– 地域全員が他の場所に移動できる能力を高めて
おいて損はない 

– 図上訓練であれば広域避難もやってみる 
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震災の経験を踏まえた備え方 

• 正しい知識に正しい意識を周辺と共有する
自分が動くことで周りも動く 

 

– 「全員参加」である必要はない 

– 一人の声で多くの人が動くのが危機時 

 

– ただし知識は常に変化し続けなければならな
い。経験がものを言うが、すべて正しいわけ
でもない。 

– リーダーの存在が重要である（責任も） 
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震災の経験を踏まえた備え方 

• 自助も共助も公助も状況次第 

• 災害時の状況への適応力は高めておこう 

 

– 災害が起きた時にどのような状況になるかは、
災害種によるのではなく、個人の状況による 

– 個々それぞれ状況が異なるし、欲するレベルも
異なるから公的準備は難しい 

– 重要なのは、不便でいろいろと欠如している 

状況に適応できるかどうかである 
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震災の経験を踏まえた備え方 

• 大切なのは日々の活動と思考 

• 「いつもと違う」を共有しよう 

 

– 地域の力をよく理解するには、毎日の「目」が
必要 

– いつも見ている人の「違和感」が、小さな課題
をとらえる 

– まちの見方、空間の見方、社会の見方を考えて
みる 
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震災の経験を踏まえた備え方 

• 「助ける」しくみが「助かる」しくみに 

 

– 自分が被害に遭うことを考えて、備えをするのは
実はしんどい 

– 誰かを助けるために、自分ができることを考える
のは実は楽しい 

– でも、誰かを助けるためには、①自分がその立場
にいること、②助ける能力があること、が必要 

– 助けることができる人は、助けてもらえる人 


